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常陸大宮市は、郷育立市宣言をしました！
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　平成２６年９月から１１月にかけて、泉坂下遺跡第
３次確認調査が行われ、その成果がまとまりまし
たのでお知らせします。
　泉坂下遺跡は、弥生時代（約２２００年前）の 再  葬 

さい そう

 墓 ※として知られ、平成１８年の調査で、国内最大
ぼ

の人面付土器が発見されたことで全国的に有名に
なりました。市教育委員会では、遺跡の範囲確認
などを目的とした発掘調査を平成２４年度から進め
ていて、平成２６年度は第３次調査となります。

　第３次調査では、再葬墓の集中する部分を広げて、分布
状況を確認しました。その結果、人面付土器の出た再葬墓
を南端として、長辺約１３ｍ、短辺約１０ｍのおおよそ長方形
の範囲に再葬墓は集中して造られていることが判りまし
た。
　一方、この長方形の範囲に含まれない小規模な再葬墓も
確認されていて、これは今後の課題となりました。
　また一つの再葬墓を掘り込んで調査する取り組みも行わ
れていて、南方向に向けて土器を倒して、丁寧に並べられ
ている様子も観察できました。

　なお、この調査成果をまとめた報告書『泉坂下遺跡Ⅳ』は、
歴史民俗資料館大宮館で、１部２，４１０円で販売しています。在
庫わずかとなっていますので、お早めにお求めください。
　
　発掘調査の成果は、私たちのふるさと常陸大宮市の成り立ち
を知るための貴重な資料となります。ふるさとの歴史と文化を
知り郷土愛を育むため、今後ともご理解とご協力をお願いしま
す。

※再葬墓…死者を一旦埋葬するなどして骨にした
後取り出し、その骨を再び埋葬する墓制で、弥生
時代の東日本で行われていたもの。

▲泉坂下遺跡全景

◀再葬墓の分布の様子

▲調査した再葬墓


